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疫病罹病馬鈴薯塊茎中のアスコルビン酸について

山　本　昌　木　（植物病学研究室）

Masaki YAMAMOTO
On　t：he　Ascorblc　Ac1d－Inc工ud－ed．in　the　Potato　Tubers　In壬ected．

　　　　　　　　　by1）ゐγ¢opゐ玄んo1．α　｛π∫θ82απ5・

　疫病菌に対する馬鈴薯の低抗性機作追究の一手段とし

て罹病塊茎中のアスコノレビン酸を測定した。

　輸切にした馬鈴薯塊茎の申央部に1）危〃0ρ肋・・α1π∫．

e
舳舳（Mont）deBaryを櫃付げ20．Cに6目間保ち

侵害を蒙つた部缶と然らざるものとのアスコノレビン酸を

Indo・Pheno1法で測定した。測定法は藤田氏に従つた。

即ち約49の組織をとり5％メタ燐酸を加え磨砕し，メ

タ燐酸の終濃摩カ干2％となるように水を加え混和遠沈し

その上澄をとり予め標準V1ta1mm　C液で滴定した2，4－

d1ch1ormdopheno1三液で滴定し組織1009中のC含量を求

めた。総アスコノレビソ酸は5％メタ燐酸を加えその終濃

度2％となるよう水を加え，混和遠沈して上澄3．5㏄を

とり2n　HC125cc，20％HgAc235cc＋50％NaAc

　　　　矛／表　　疫病罹病馬鈴薯塊茎並びに菌糸中のアスコノレビソ酸
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一供I試　材・料

男爵薯健全塊茎

　　〃　罹病〃

ケネベヅク健全〃

　　〃　罹病〃

菌　　　　　糸

　男爵薯健全塊茎

　　〃　罹病〃

ケネベツク健全〃

　　〃　罹病〃

菌　　　　糸

　男爵薯健全塊薗

　　〃　罹病〃

ケネベヅク健全〃

　　〃　罹病〃

　菌　　　　　糸

総アスコノレ

ビ　ソ　酸

28．93

30．58

28．50

3／．41

16．94

’25．00

27．83二

31．04

43．58

15．02

26一．97

29．21

29．77

37．50

15．98

還元型アス
コノレビン酸

’22．07

13．74

27．51

28．05

20．ろ2

杷．97

員0．48

37．28

21．20

13．86

28．99

ろ2．67

4．0㏄十20％PbAc20．5㏄を混和，遠沈して上澄をと．

り，H2S処理し／昼夜放置して濾過，濾液9㏄にメタ燐

酸緩衝液0．5㏄を如え減圧にてH2Sを放逐し減少水を補

い混和後2，4d1ch1ormaopheno1で滴定した。

　疫病菌に対し低抗性のものとしてはケネベソク，罹病

性のものとしては男爵：薯を用いた。

　測定結果は矛1表の如くである。

　以上の結果をみると両晶種共総アスコノレビソ酸は罹病

部で増加している。酸化型のアスコノレビソ酸は両晶種共

罹病部で増加するが還元型のものは男爵薯病斑部に於て

むしろ減少し，ケネベソクに於ては増加をみている。菌

糸申のアスコノレビン酸は極亭て少いので組織中のアスコ

ノレとン酸は之に由来したとみるよりも寧ろ菌侵入に基く

　　　　　　　　　　　馬鈴薯塊茎の異常代謝と考えた

　　　　　　　　　　　方がいふようである。

酸化型アス
コノレビソ酸

還元型／総

6．86

16，84

0，46

3．36

76．28

44．95

％、45

89．29

4．68

13，66

0，56

6．30

81．28

50．91

98．Z2

85．54

5．77

15，25

0，51

4．83

ア8．78

47．92

97．34

87．42

　奉研究は女部省砕學研究助威金に依つて行われたものであり・援助に裁し深謝す
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　以上の測定結果を確める目的

で1）ん〃op加尻o閉Zπ∫e8玄α〃3を

接種した罹病塊茎並びに健全塊

一茎の小片を氷酷酸1％加硝酸銀

アノレコーノレ飽和溶液で48時間興

定，純アノレコーノレで洗樵しベン

ゾーノレとアノレコーノレの等分液中

に短時問入れベソゾーノレを経て

パラフイン切片とした。渥元型

のアスコノレビソ酸は黒色の穎粒

として認め．られた。組織化学的

所見は次の如くである。ずぺて

酸化型についてである。

　〔男爵薯〕被害部よりも健全

部に多い感がある。之は2，4

・d1ch1ormdoPheno1溶液に対

する反応からも肯定せられる。

菌糸は組織中褐変部分よりも又
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硝酸銀陽性部分よりも先行する。硝酸銀の反応は褐変部

と鐸全部との境界に於て特に強くあらわれ・ケネベソク

に於げる如く褐変部で菌糸がとめられる事はない。

　〔ケネベツク〕被害部に多くあらわれるというよりも

酸化型にならず残つているといつた方がいいかも知れな

い。ケネベヅクの組織に於ては菌糸は褐変部で著しくも

つれて屠り該部より先行する事はあまりない。又硝酸銀

反応陽性部分は薗糸や褐変部に先行する事もあまり認め

られない。

　2，4－dic阯orindopheno1溶液を用いても同様の傾向

が見られた。この現象はケネベヅク以外の抵抗性晶種を

用いても認める事が出来たので低抗性問題解決のいとぐ

ちとして興昧ある事と思われる。

　〔菌糸及び胞子〕　分生胞子には渥元型アヌコノレビソ

酸の反応が強くあらわれた。紬胞膜では判然としなかつ

た。菌糸では反応があらわれる場合と然らざる場合とが

あり，太い菌糸では皮応がうすいようであつた。吉くな

ると還元的でなくなるのかも知れない。組織中の菌糸で

は殆ど反応が認められなかつた。之等の点から考えて組

織申のアスコノレビン酸は菌糸より由乗したと考えるより

むしろpゐ仰0ア加危0・α加∫θ・吻・の侵入による馬鈴薯塊

茎の異常代謝とみる方が妥当のようである。

　筆者はさき・に馬鈴薯疫病病壷の組織化学的観察の結果

から病斑中rはPo1yPheno1成分の存在，病組織反応の

アノレカ斗性に傾く事並びに鉄の増加等が褐変現象と関係

する事を指摘し輝線スペクトノレによる分光分析の結果か

らも鉄の増加を確め曽性鉄の存在を想定した。又Tyro－

s1nase（Po1yPheno10笈ydase）の仇きが病斑部で増加す

る事も確めた。

　Mせuer及びBehrはタンニン反応を与える物質が疫病

低抗性に関係すると述べている。Po1y　Pheno1oxydase

の作用により生成したo・Qmnonはヘキソース燐酸デヒ

ドログチーゼ及びその基質と適当な助酵素（C0亙）のよ

うな還元系或はアスコノレビソ酸によつて速やかに再還元

されるものと思われるがこれらの点については将来の研

究にゆずりたい。

　Johnsonは馬鈴薯塊茎中のPo1ypheno1成分はCh1oro・

9enic　agidであるとして屠りPo1平pheno1o耳gdaseによつ

て酸化されても生じたo・Quinoid体をアスコノレビン酸オ

キシダーゼ系は還元出来る。かかる見地から疫病菌に対

し低抗性を異にする罵鈴薯塊茎中の菌糸の行動は極めて

興味率るものと思われる。

SU皿盟A昆Y
　　1）尻仰op加ゐo7α　加∫θ3肋π8（Mont）d－eBary　was，

inocu1ated　in　the．center　of　a　cut　s1ice　of　potato

tuber，and．i亡cubate阜at2『C　for6day乱The　con・

tent　of　ascorbic　acid，　both　in　the　diseased　and　in

the　hea1亡hy　parts，was　d．eter皿med．by　the　Ind．ophe－

no1me比o乱　　As　res1stant　varlety，Ke皿nebec，as

suscep亡1b1e∀ar1ety，　Danshaku－1血o　were　use乱

　Tota1and　oxidized－ascorbic　acid．in　both　Tarie・

t1esmcreasedm曲ed1seasedarea，butreduced
ascorb1c　ac1d－decreased．m　Danshaku－1mo　and．1n

creased．in　Kennebec　in　the　diseased－par応These

resu1ts　comc1d．e　w1th　t1hat　of　h1stoche皿1ca1mves－

t1gatlons　on　f1xed　i皿ater1a1s　by　abso1ute　alco血o1，

s11∀er　n1trate　and　acet1c　ac1d4

　As　the　ascorb1c　ac1d　m　the皿ycel1u皿1s　of　very

Iow　percentage1t　see皿s　more　natu．ra1to　conslder

that　the　ascorb1c　ac1d1n　the　d1seased－port1ons1s

der1ved　fro：m　the　penetrated　fungus：myce11um　but

comes　fro－n　the　abnormaI　Inetabo11slm　of　potato

tuber　accord－ing　to　the　invasion　of　1）尻γカopゐ2ん07α

加∫θ舳仰

　　So皿1e　d－1scuss1oI1s　were　undertaken　as　to　the

d－istribution　of　ascorbic　acid．in　the　fungus　parts

and．the　behaY1or　of　fungus　lmycel1um．to　potato

tubers，hav1ng　d■fferent　suscept1b111ty　to　tbe1ate・

b11ght　fungus．


